
　

地元のみなさまからお預かりした大切な預金積金は、事業者の成長支援や個人の住宅ローンなどの
資金として、地元のみなさまへご融資しております。

このように、当金庫は地域経済・地域社会の再生から活性化、さらには新しい地域づくりに貢献して
おります。

店舗数
12店

常勤役職員
148人
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預金積金残高

2,240億円

預金積金は、幅広いお客様から預け入れ頂いております。
個人のお客様からの預け入れ増加に加え、地元地方

公共団体から新たな災害復興資金の預け入れもあり、預金
残高は２０２億円増加しました。

このほか、個人向け国債や投資信託などの預り資産の
残高は12億円となっております。

これからも、当金庫のご利用を心からお待ち申し上げます。

平成29年度

2,038億円
平成30年度

2,240億円

自己資本比率

29．98%

自己資本額は、前年度末に比べ176百万円増加しました。
一方、分母となるリスク・アセットの額が、預金や貸出金によ

り増加したため、自己資本比率は29.98%となっております。
当金庫は、地元金融機関として地域経済・地域社会の

再生・活性化に貢献し得る、充分な健全性を確保して
おります。

平成29年度

32．83％
平成29年度

256億円

平成30年度

29．98％
平成30年度

258億円

不良債権比率

4.28％

不良債権比率は4.28%となりました。
当金庫は、地元の事業者の方々の事業再生に向けた取り

組みの一つとして「取引先事業者のみなさまに対する経営
相談・支援の強化」など経営改善支援等の取り組みを積極
的に行っております。

平成29年度

4.09％
平成30年度

4.28％

預金積金残高の
推移

自己資本比率の
推移

自己資本額の
推移

不良債権比率
（金融再生法ベース）の推移

　当金庫の地域社会活性化への取り組みについて
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出資金
9,635百万円

会員数
21,013名

中小企業金融の再生に向けた取り組みの一つとして、「取引先企業に対する経営相談・支援機能の
強化」を図るため、経営改善支援等の取り組みを行っています。平成３０年４月から平成３１年３月ま
での期間で、５７先のお客様への経営改善支援を通じて、要注意先であった２先が正常化等業況改
善することができました。

地
域
の
お
客
様
・
会
員
の
皆
さ
ま

当期純利益

3億19百万円
日本銀行のマイナス金利政策の影響等により

コア業務純益は前期比80百万円減少の5億22
百万円となりましたが、当期純利益は3億19百万
円確保しております。

融資残高

705億円

事業者の方々の多様な資金ニーズへの対応や、
住宅ローンなどの個人のお客様向けのご融資に
より融資残高は52億円増加しました。

また、下図のとおり、多様な業種の事業者の
方々や、個人のお客様に、幅広くご利用いただいて
おります。地域のみなさまからのご相談をお待ちして
おります。

128億円
設備資金

313億円
運転資金

212億円
個人

51億円
地公体

事業者
441億円

合　計
705億円

※個人のうち
住宅ローン  175億円
消費者ローン 29億円

平成29年度

653億円

平成29年度

4億15百万円

平成30年度

705億円

平成30年度

3億19百万円

融資残高の
推移

当期純利益の
推移

9％
その他

4％
サービス業

5％
運輸・郵便業 20％

建設業

15％
不動産業

事業者
441億円

14％
製造業13％

医療・福祉

10％
卸・小売業

10％
金融業・保険業

　地元の中小企業へのご支援について
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